
全体総括

27.46

　経営状態については類似団体と比べ、⑥給水原
価は大きく下回り、⑧有収率も高く、⑦施設利用
率も高水準を維持していることから、効率的な運
営を持続することができていると言える。
　しかし、維持管理費や減価償却費等の増加によ
り⑥給水原価が前年度と比較して上昇し、４か年
連続で⑤料金回収率が１００％を下回った。
　①経常収支比率については１００％を超過して
いるものの、前年度と比較して減少していること
から、今後も費用削減の努力を続けていかなけれ
ばならない。また、短期的債務に対する支払能力
を表す③流動比率についても１００％以上を維持
しているものの、継続工事完了に伴う支払額の増
加等により、前年度と比較して減少した。
　④企業債残高対給水収益比率は類似団体と比べ
かなり低い値となっているが、令和３年度より２
０年ぶりに企業債の借入を行っており、今後も施
設の更新を進めるに当たり企業債の借入を行う必
要があることから、増加傾向となる見込みであ
る。

2. 老朽化の状況について

　③管路更新率は平成２７年度に策定した基幹管
路の更新計画により耐震化事業を推進している
が、近年は施設の耐震化事業等に注力しているた
め耐震管更新率が一時的に下がったものの、令和
６年度では類似団体より高い値となっている。
　②管路経年化率は類似団体を下回っているが、
①有形固定資産減価償却率は類似団体より高い値
となっており、施設の老朽化度合の改善を図れる
ほどには至っていない。
　将来の水需要及び財政状況を鑑み、浄水場耐震
化事業等で大きな費用増が見込まれることからも
計画的かつ効率的に施設整備を推進していく必要
がある。

2. 老朽化の状況

給水区域面積(km
2
) 給水人口密度(人/km

2
) － 類似団体平均値（平均値）

　草加市の水道事業の経営状況については、現況
では健全な経営が行われているものの、老朽化施
設の更新や耐震化事業等への投資は増加していく
見込みであり、その財源として企業債（借金）の
借入は必要不可欠であることから、今後も継続し
て借入し続けなければならない。また、経常収支
比率や料金回収率が近年低下傾向であることが課
題となっており、安定した財源の確保が必須と
なっている。
　水道事業ビジョン（経営戦略）の中で将来的な
収支ギャップを解消する取組として挙げられてい
る、水道料金の検討、水道施設の効率的・効果的
な更新、水道施設のダウンサイジング等を具体化
しながら適切な事業運営を推進していく。

9,182.92 【】 令和6年度全国平均

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

- 89.96 100.00 2,475 252,163

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人)

251,992 27.46 9,176.69 ■ 当該団体値（当該値）法適用 水道事業 末端給水事業 A2 非設置

経営比較分析表（令和6年度決算）
埼玉県　草加市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
) グラフ凡例
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0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 0.91 0.37 0.57 0.61 0.69

平均値 0.69 0.69 0.67 0.61 0.58

96.00

98.00

100.00

102.00

104.00

106.00

108.00

110.00

112.00

114.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 110.91 108.42 104.98 106.71 102.28

平均値 112.36 112.26 110.04 109.67 108.91

48.00

49.00

50.00

51.00

52.00

53.00

54.00

55.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 52.46 53.21 54.05 54.50 53.95

平均値 50.31 50.74 51.49 51.94 52.46

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 15.24 17.46 18.50 19.22 20.34

平均値 21.34 23.27 25.18 26.52 28.40

①経常収支比率(％)

0.00

0.05

0.10

0.15

0.20

0.25

0.30

0.35

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 0.29 0.25 0.13 0.00 0.01

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

350.00

400.00

450.00

500.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 414.56 338.58 411.37 433.76 273.31

平均値 306.08 306.15 297.54 289.44 282.19

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

350.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 29.52 30.39 35.44 41.33 44.54

平均値 294.66 285.27 294.73 301.23 300.33

86.00

88.00

90.00

92.00

94.00

96.00

98.00

100.00

102.00

104.00

106.00

108.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 102.70 99.90 97.33 97.31 93.38

平均値 103.75 105.30 99.41 101.11 102.03

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

140.00

160.00

180.00

200.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 143.32 147.14 150.78 151.00 157.14

平均値 159.93 162.77 170.87 171.09 173.56

56.00

58.00

60.00

62.00

64.00

66.00

68.00

70.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 68.15 67.52 66.51 66.57 65.92

平均値 63.12 62.57 61.56 60.84 60.80

86.00

87.00

88.00

89.00

90.00

91.00

92.00

93.00

94.00

95.00

96.00

97.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 95.73 96.00 95.70 95.06 95.18

平均値 90.09 90.21 90.11 89.73 89.86

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【107.26】 【1.61】 【239.69】 【264.86】

【89.21】【60.21】【181.66】【97.59】

【52.41】 【26.78】 【0.59】



※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

平均値 50,234,873 50,294,422 49,693,831 50,513,249 51,975,936平均値 69.9 68.8 69.7 70.4 71.9平均値 54.3 54.9 56.1 57.5 59.3

62,516,797 60,269,376

平均値 83.2 84.6 67.8 61.8 56.5

84.1 78.9 79.9 81.0 当該値 61,184,00363.1 62.0 64.7 65.8 当該値 82.9

R05 R06

当該値 25.5 9.3 0.0 5.5 15.9 当該値 60.1

R04 R05 R06 R02 R03 R04R03 R04 R05 R06 R02 R03

61,287,597 62,304,453

25.9

2. 老朽化の状況

全体総括

　地域の中核病院である当院は、救急医療・高度医療・災害医療
等、地域住民にとって必要な医療を提供しているが、新型コロナ
ウイルスの影響で落ち込んだ患者数が、コロナ前である令和元年
度の水準に戻っておらず、さらに、近年の賃上げ・物価高騰の影
響により、医業費用が増加し、医業収支は急速に悪化している。
また、平成１６年の新築移転から２０年（令和６年度）を経過し
ていることから、建築設備の老朽化も進行し、喫緊に更新工事が
必要な設備も増え始めている。
　今後は経営強化プランの実行により経営改善に努めるととも
に、計画的な施設更新を行い、安定的で継続性のある病院事業を
運営していく必要がある。

R02 R03 R04 R05 R06 R02

58.7 平均値 24.1 23.9 24.4 25.718,102 平均値 60.8 57.4 55.7 57.263,076 平均値平均値 57,368 59,838 62,697 62,059

55.0 54.2 53.0 54.517,618 17,727 18,939 18,743 19,296 当該値

15,986 16,421 17,279 17,851

当該値 67,887 68,556 74,692 71,812 69,890 当該値

R04 R05R03 R04 R05 R06 R02 R03

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

　新型コロナウイルス感染症の影響によって落ち込んだ患者数が
コロナ前の水準に回復せず、医業収益が低位である一方、賃上
げ・物価高騰の影響に伴い医業費用が増加し、②医業収支比率及
び③修正医業収支比率が前年度に比べ悪化した。また、コロナ関
連に伴う補助金が前年度までの計上であるため、①経常収支比率
も悪化となっている。④病床利用率は前年度に比べ上昇したもの
の、依然として低い数値で推移しているが、類似病院及び全国平
均を若干上回る水準となっている。
　⑨累積欠損金比率は、コロナ関連補助金に伴う純利益の計上に
より、令和４年度において0％であったが、医業収益の伸び悩み及
び医業費用の大幅な増加の影響で、５年度・６年度とも多額の純
損失を計上し、悪化傾向にある。経営状況については、経営強化
プランに基づき、医業収支の改善を積極的に推し進めていく。

2. 老朽化の状況について

R02 R03 R04 R05 R06 R02 R05 R06 　施設全体の老朽化度合を示す①有形固定資産減価償却率及び②
器械備品減価償却率が、類似団体と比較して高いことから、更新
サイクルを分析し、計画的な更新を行っていく必要がある。
　また、③１床当たり有形固定資産も類似団体と比較して高い要
因として、診療体制の充実に伴う増築及び高額医療機器の購入等
が影響しているが、今後の更新時には、計画的な更新に併せて費
用対効果や必要投資であるかの判断も行うことが重要となってい
る。
　なお、現預金が枯渇する危機に直面しているため、必要な更新
費用を捻出できるよう、経営改善に努め内部留保資金を蓄えるこ
とが必要である。

R06 R02 R03 R04

23.8 25.0 26.3 26.1 25.455.6 当該値

平均値 66.5 66.8 66.6 68.0 70.0平均値 81.4 83.7 84.0 83.4 82.4平均値 84.1 86.3 86.6 86.2 85.2平均値 102.4 107.2 104.8 95.8 92.8

当該値 67.8 68.7 64.6 67.3 71.4当該値 83.4 83.3 84.6 83.3 82.588.6 89.0 87.5 86.3当該値 111.5 113.1 109.4 95.7 91.4

Ⅰ 地域において担っている役割
　地域における基幹病院として、救急医療や高度医療などの急性
期医療を提供するとともに、大規模災害等に対応する医療機能を
備えた災害拠点病院としての役割を担っている。

R02 R03 R04 R05 R06 R02 R03 R04 R06 R02 R03 R04 R05 R06R05 R06 R02 R03 R04 R05

当該値 89.0

- 年度 - 年度 - 年度

- 309

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
経営強化に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性
機能分化・連携強化

地方独立行政法人化 指定管理者制度導入
（従来の再編・ネットワーク化を含む）

251,992 38,431 非該当 非該当 ７：１ 309

令和6年度全国平均

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 不採算地区中核病院 看護配置 最大使用病床（一般） 最大使用病床（療養） 最大使用病床（一般＋療養）

直営 27 対象 透 I 訓 ガ 救 臨 災 輪 - - 380 【】

当該病院値（当該値）

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症） 許可病床（合計） － 類似病院平均値（平均値）

条例全部 病院事業 一般病院 300床以上～400床未満 学術・研究機関出身 380 - - ■

経営比較分析表（令和6年度決算）
埼玉県草加市　草加市立病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核） グラフ凡例

60.0
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64.0

66.0

68.0

70.0

72.0

④病床利用率(％)
【70.7】
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81.0

82.0
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84.0

85.0

③修正医業収支比率(％)
【82.6】
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82.0

83.0

84.0
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②医業収支比率(％)

【85.2】
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①経常収支比率(％)

【93.7】
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①有形固定資産減価償却率(％)
【58.0】
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②器械備品減価償却率(％)

【70.8】
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③１床当たり有形固定資産(円)
【53,183,039】

22.5

23.0
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24.0

24.5
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26.0

26.5

⑧材料費対医業収益比率(％)
【26.7】
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54.0
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⑦職員給与費対医業収益比率(％)
【57.7】
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⑥外来患者１人１日当たり収益(円)

【18,510】
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⑤入院患者１人１日当たり収益(円)

【63,608】

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

⑨累積欠損金比率(％)
【54.3】



77.3 51.8 45.3 30.0    平均値 88.0

  0.0 0.0

平均値      平均値  

  当該値 0.0 0.0 0.0当該値      

2.資産等の状況

⑦敷地の地価(千円)
全体総括
当施設は、草加駅東口第一種市街地再開発事業と併せ
「草加駅東口地下駐車場」として整備された駐車場で
あり、平成４年２月２０日に供用が開始されて以降、
３０年以上が経過している施設である。
収益等の状況は現在まで黒字で推移しており、稼働率
も比較的安定した数値となっているが、設備等の老朽
化が著しく、今後必要となる設備更新を実施していく
ための財源を確保していかなければならない。そのた
め、令和７年７月に料金改定を行い、収入増加を図っ
ていく。併せて、利用者の増加の方策や運営コスト削
減を模索しながら、健全な経営を維持し、収益性の向
上を目指す。

448

⑧設備投資見込額(千円)

R02 R03 R04 R05 R06 R02 R03 R04 R05 R06R06

830,000

R02 R03 R04 R05

当該値  

平均値 4,836 37,213 17,293 15,316 8,831平均値 △81.0 △25.1 △18.0 △20.7 △20.0平均値 654 2,466 58 49 25

34.5 36.7 37.2当該値 0 0 0 0 0 当該値 47.4

R05 R06 R02 R03 R04

15,779 24,240 8,726 △39,74640.2 当該値 65,257

R06R04

⑥有形固定資産減価償却率については、当施設は地方
公営企業法非適用事業であるため、指標は算出されな
い。
⑦敷地の地価については、当駐車場を含めた施設全体
が草加駅東口駅前広場に隣接しており、周辺と比較し
て最も高い数値となっているため、潜在的な可能性を
活かした利用の検討が必要となっている。
⑧設備投資見込額については、設備等の老朽化が要因
となり、類似施設と比較して高い金額となっているた
め、収益性の向上と併せて、効率的な設備更新計画の
策定が必要である。
⑨累積欠損金比率については、当施設は地方公営企業
法非適用事業であるため、指標は算出されない。
⑩企業債残高対料金収入比率については、過年度同様
０％となっているため、必要な更新投資が先送りされ
ていないか改めて精査しながら、健全な経営に繋げて
いく。

3. 利用の状況について
⑪稼働率について、類似施設の平均値より高水準を
保っているものの、令和４年度以前との比較では減少
傾向にあるため、当駐車場を含めた施設全体の利用価
値向上（利用者増加）のための方策を検討する必要が
ある。

R02 R03 R04 R05 R06 R02 R03

平均値 153.8 163.5 178.3 181.9 184.5平均値 10.1 8.6 7.6 6.6 5.6

R05

平均値 111.3 158.8 120.9 123.1 116.0

0.0 0.0 0.0当該値 283.0 126.5 174.8

R05 R06 R02 R03 R04

268.6 258.2 259.3 2. 資産等の状況について当該値 275.9 272.2110.7 69.9 当該値 0.0 0.0

利用料金制 【】 令和6年度全国平均

分析欄

1.収益等の状況 3.利用の状況 1. 収益等の状況について
①収益的収支比率について、100％を下回っている。こ
れは、駐車台数及び利用料金収入が微減していること
に加え、令和５年度以降、設備更新等の実施により、
支出が大幅に増加した点が起因していると考えられ
る。
②他会計補助金比率、③駐車台数一台当たりの他会計
補助金額については他会計からの繰入金がないため該
当しない。
④売上高ＧＯＰ比率については、過去４年間と比較し
ても大幅な減少は無く、設備更新等を実施していかな
ければならない中でも一定の収益性を確保できている
と考える。
⑤ＥＢＩＴＤＡについては、前年度及び類似施設の平
均値と比較して数値が大きく下回っている。当駐車場
を含めた施設全体の老朽化による設備更新等の費用が
増加したことによるものであると考えられる。今後
は、運営コストの削減や利用者増加に向けた方策の検
討が必要だと考える。R02 R03

該当数値なし 都市計画駐車場 附置義務駐車施設 地下式 33 474 300

R06R05 R06 R02 R03 R04 R05R04

当該施設値（当該値）

自己資本構成比率(％) 種類 構造 建設後の経過年数(年) 収容台数(台) 一時間当たりの基本料金(円) 指定管理者制度の導入 － 類似施設平均値（平均値）

法非適用 駐車場整備事業 - Ａ２Ｂ１ 非設置 駅 無 23,112 ■

経営比較分析表（令和6年度決算）
埼玉県草加市　シティパーキングアコス

業務名 業種名 事業名 類似施設区分 管理者の情報 立地 周辺駐車場の需給実態調査 駐車場使用面積(㎡) グラフ凡例
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50.0

100.0
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250.0

300.0

①収益的収支比率(％)
【1,604.7】
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⑩企業債残高対料金収入比率(％)

【73.4】
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⑨累積欠損金比率(％)
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⑥有形固定資産減価償却率(％)
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②他会計補助金比率(％)
【3.8】
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1,000
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2,000
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③駐車台数一台当たりの他会計補助金額(円)
【39】
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⑪稼働率(％)
【218.2】

△100.0

△80.0

△60.0

△40.0

△20.0

0.0

20.0

40.0

60.0

④売上高ＧＯＰ比率(％)
【2.0】

△60,000

△40,000

△20,000

0

20,000
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80,000

⑤ＥＢＩＴＤＡ(千円)
【10,905】

該当数値なし 該当数値なし



①有形固定資産減価償却率
　有形固定資産減価償却率は、令和5年度よりも増加し
ていますが、類似団体平均を下回っています。
　これは、草加市は令和2年度から企業会計を適用して
いますが、以前から企業会計を適用している団体と比
較すると、年数がそれほど経過していないため、減価
償却累計額の累積が類似団体平均ほどになっていない
ためです。
②管渠老朽化率
　管渠老朽化率は令和5年度と同じとなっており、類似
団体平均を下回っています。今後は耐用年数を経過す
る管渠が増加する見込みです。
③管渠改善率
　管渠改善率は類似団体平均を下回っています。管渠
の維持管理については破損時の修繕だけでなく、事前
の清掃業務委託なども実施しています。今後において
も、計画的な管渠修繕や清掃など、適切な維持管理を
行う必要があります。

2. 老朽化の状況

全体総括

　令和6年度は令和5年度よりも経常収支比率が下
がっていますが、100％以上となっています。ま
た、累積欠損金比率も0％となっています。
　流動比率については100%を下回っていますが、
年々比率が増加しており、引き続き流動比率の増
加を図っていく必要があります。
　経費回収率については令和5年度よりも増加して
いるものの100%を下回っていることから、今後も
使用料収入の増加を図ることや、汚水処理原価の
低減、抑制を図っていく必要があります。
　管渠の老朽化が進んでおり、今後、耐用年数を
経過する管渠が増加する見込みです。ストックマ
ネジメント計画に基づく計画的な施設更新を実施
することや、管渠の清掃、修繕を行い適切な維持
管理を継続していきます。

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

- 74.95 98.15 88.20 1,947

処理区域内人口(人) 処理区域面積(km
2
) 処理区域内人口密度(人/km

2
) －

2. 老朽化の状況について

類似団体平均値（平均値）

247,503 24.51 10,098.04 【】 令和6年度全国平均

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①②経常収支比率、累積欠損金比率
　経常収支比率は令和5年度よりも減少しましたが、100%を
上回っています。また、類似団体平均を下回っています。
　累積欠損金比率については、令和6年度では0％になってい
ます。一方で、類似団体平均では累積欠損金比率が増加して
います。
　経常収支比率が100%以上で累積欠損金比率も0％となって
いますが、下水道事業では基準外繰入金を受け入れている状
況です。このため、引き続き水洗化率の向上などにより使用
料収入の増加を図ることや、管渠の維持、更新に係る費用の
抑制を図っていく必要があります。
③流動比率
　流動比率は5年度よりも増加しましたが、100%を下回って
います。企業債の償還が進んでいるため流動負債が減少傾向
にあります。今後も現金などの流動資産を増加し、流動負債
の削減、抑制を図っていく必要があります。
④企業債残高対事業規模比率
　企業債残高対事業規模比率は令和5年度よりも減少しまし
た。また、類似団体平均を上回っています。企業債の償還が
進んでいることから比率が減少しており、引き続き企業債残
高対事業規模比率の減少が見込まれます。
⑤⑥経費回収率、汚水処理原価
　経費回収率は令和5年度よりも増加しましたが100%を下
回っています。また、類似団体平均を下回っています。
　汚水処理原価は令和5年度より減少しましたが、類似団体
平均よりも若干　高い状況となっています。
　経費回収率と汚水処理原価の改善にあたっては、水洗化率
の向上を図ることや適切な使用料水準を検討すること。ま
た、管渠の維持管理や支払利息に係る費用の低減、抑制を
図っていく必要があります。
⑧水洗化率
　水洗化率は令和5年度よりも増加しましたが、類似団体平
均と比べると若干低い状況にあるため、水洗化の啓発活動な
どを引き続き実施していきます。

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円)

251,992 27.46 9,176.69 ■ 当該団体値（当該値）法適用 下水道事業 公共下水道 Aa 非設置

経営比較分析表（令和6年度決算）
埼玉県　草加市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
) グラフ凡例
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0.16

0.18

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 0.05 0.02 0.01 0.02 0.00

平均値 0.14 0.15 0.16 0.16 0.16
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R02 R03 R04 R05 R06

当該値 100.46 101.84 106.82 103.25 102.96

平均値 107.09 107.96 107.29 106.58 106.80
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R02 R03 R04 R05 R06

当該値 3.46 6.84 10.09 13.27 16.40

平均値 23.38 24.59 26.87 29.31 31.67
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R02 R03 R04 R05 R06

当該値 0.00 0.00 0.03 0.03 0.62

平均値 8.20 9.43 12.40 13.81 15.32

①経常収支比率(％)
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当該値 2.80 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 0.59 0.68 0.90 1.19 1.40
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当該値 32.02 35.15 54.97 68.78 78.07

平均値 77.72 86.61 100.73 108.70 120.78
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当該値 0.00 0.00 615.41 554.02 488.82

平均値 485.60 463.93 481.88 460.03 447.27
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当該値 80.46 84.08 86.29 86.59 88.12

平均値 99.95 103.40 101.87 101.33 101.50
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R02 R03 R04 R05 R06

当該値 124.25 119.41 116.72 116.60 114.98

平均値 110.21 110.26 111.88 114.16 114.28
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当該値 - - - - -

平均値 64.93 65.68 63.62 62.65 61.96
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R02 R03 R04 R05 R06

当該値 94.31 94.70 94.83 95.09 95.31

平均値 97.70 97.59 97.53 97.54 97.51

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【105.36】 【3.12】 【82.75】 【602.56】

【96.00】【60.13】【140.98】【97.94】

【42.20】 【9.46】 【0.19】


